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概要  

新庁舎での新しい働き方を具体的に体験し、その効果を検証するための「トライアルオフィ

ス」を設置する。新庁舎で導入予定の設備や働き方を先行導入し、実際の業務を通じてその

有効性や課題点を洗い出す。 

 

■設置期間及び場所 

 令和７年６月３日～令和８年３月３１日 西那須野庁舎２階旧助役室 

 ※令和７年６月３日～令和７年７月３１日は試行期間（那須塩原駅周辺整備室が執務） 

 ※令和８年度は本庁舎での実施を予定 

 

■設置設備及びレイアウト 

 ●デスク（モニター付き）・椅子：個人の執務スペースとして使用 

 ●モバイルロッカー：個人用荷物やモバイル端末を保管 

 ●ファミレスブース：集中作業や少人数での打合せで使用 

 ●昇降式テーブル ：個人作業やスタンディングミーティングで使用 

 

■体験内容 

 ●業務内容に合わせた自由な執務スペースの選択（ABWの実践） 

 ●モバイルロッカーを活用したグループアドレス制やクリーンデスク 

 ●ペーパーレス化や ITツールを活用した効率的な働き方 

 

■期待される効果 

 ●新庁舎での働き方の具体化なイメージ醸成 

 ●多様なワークスタイルへの理解促進 

 ●新庁舎への要望や改善点の収集 

 

■トライアルオフィスイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年６月２５日 定例記者会見資料 

所属 企画部 那須塩原駅周辺整備室 
氏名 佐原 勝美  電話 0287-73-5175 

 

トライアルオフィスの実施について 

 



新庁舎 ABWで過ごす1日

8:30 出社

デスク

9:00
メールチェック
・資料作成

1on1ブース

11:00 面談

個人用ロッカーからPCなど
自分の荷物をピックアップ

カフェテーブル

12:00 昼休憩

同僚とオフィス内のファミレスベンチで
雑談しながらランチ

デスク

13:00 資料作成

デスクへ戻り
資料作成

15:30 出力作業17:30 帰宅

モバイルロッカー

個人用ロッカーに荷物を入れて
帰宅

モバイルロッカー

上下昇降デスク

コピーエリアの作業台で資料の出力作業
資料を印刷しに来たメンバーと少し雑談

完了したら再び上デスクへ

上司との１on１の面談届いているメールをチェック
しながら、チームメンバーに相談

※ABW（Activity Based Working)

執務机だけで働くのではなく、仕事の内容や目的に合わせて最適な場所を選択するスタイル



窓口・執務スペース （基本レイアウト）

■ 来客ミーティング ■ デスクスペース ■ キャビネットスペース■ 窓口カウンター
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・デスク配置

・一般職の主な運用方法

・課長席の主な運用方法

・部長席の主な運用方法

・座席数合計

・保管文書（執務室内）

・保存文書（書庫室内）

：部長席を除くユニバーサルレイアウト

：課ごとのグループアドレス方式、固定席どちらでも可

：課ごとのグループアドレス方式、固定席どちらでも可（一般席を使用）

：各階部長専用スペース内でのグループアドレス方式、固定席どちらでも可

：324席（必要席数=320席）

：60%削減

：20%削減

４人程度のミーティングに適し
たスペース。テーブルには大型
ディスプレイを設置すれば、
ペーパーレスでの打合せが可能。

1200W×1200Dの正方形
テーブルを2名で使用。
ミーティングテーブル
として4名で使用するこ
とも可能。

ユニット型の構成で、仕切りパ
ネルの高さや形状の選択肢が多
く、ハイ・ローの組み換えなど
も容易。

東西の壁面に集中配置するキャ
ビネットスペース。

側面にインデックスを付けるな
どの工夫で検索性を向上させる
ことも可能。

新庁舎のABW



ウェルネススペース-1 （基本レイアウト）

■ ファミレスベンチ■ オープンミーティング ■ 作業スぺース
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・デスク配置

・一般職の主な運用方法

・課長席の主な運用方法

・部長席の主な運用方法

・座席数合計

・保管文書（執務室内）

・保存文書（書庫室内）

：部長席を除くユニバーサルレイアウト

：課ごとのグループアドレス方式、固定席どちらでも可

：課ごとのグループアドレス方式、固定席どちらでも可（一般席を使用）

：各階部長専用スペース内でのグループアドレス方式、固定席どちらでも可

：324席（必要席数=320席）

：60%削減

：20%削減

キャスター付きテーブルを動かすこと
で１人作業から大人数でのミーティン
グも可能。

ボックスシート型のミーティングスペース。
オープンでありながら個室感があり落ち着いて
使用できる。昼食等にもリラックスして利用し
やすい。

共用の文具等と作業テーブルを備えたスペース。

印刷した資料を綴じる等の作業がしやすいように昇降
式テーブルを配置。立ちミーティングにも使用可能。

新庁舎のABW



■ モバイルロッカー
    スぺース

■ 防音ブース■ 集中ブース ■ 昇降テーブル
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・デスク配置

・一般職の主な運用方法

・課長席の主な運用方法

・部長席の主な運用方法

・座席数合計

・保管文書（執務室内）

・保存文書（書庫室内）

：部長席を除くユニバーサルレイアウト

：課ごとのグループアドレス方式、固定席どちらでも可

：課ごとのグループアドレス方式、固定席どちらでも可（一般席を使用）

：各階部長専用スペース内でのグループアドレス方式、固定席どちらでも可

：324席（必要席数=320席）

：60%削減

：20%削減

集中を要する個人作業に最適なブース。
視線を程よく遮り人事評定などＰＣ画
面を見られたくない場合にも活用可能。

職員１人に１台のロッカーを用
意。個人用PCや手元書類は終業
後はこのロッカーに収納して帰
宅。上部は作業台や立ちミー
ティング等にも使用可能、

ペアワークはもとより機密性の高
い人事面談などに活用できる防音
仕様のブース。ディスプレイを装備
し、ＷＥＢ会議等にも対応可能。

高さを自由に変えられるテーブル。

立って使用することで座りすぎなど
による腰への負担を軽減、午後の眠
気覚ましにも有効。

ウェルネススペース-２ （基本レイアウト） 新庁舎のABW






